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京都大徳寺和尚と小松子ども歌舞伎の旅 

5/26/2016 

北村社会福祉士事務所 

代表 北村弘之 

 

 会社員時代に参加していた異業種交流会の仲間からの呼びかけで、京都の有名な大徳寺の塔

頭のひとつ大仙院の尾関宗圓和尚の話を聴く機会を得ました。この会のもうひとつの行先はノーベ

ル賞受賞の「田中耕一」氏の島津製作所の見学でした。 

 また、翌日には私の故郷の石川県小松に立ち寄り、久しぶりに「子ども歌舞伎」を鑑賞してきました。

懐かしさと同時に、街の変貌を歌舞伎役者の姿から伺えました。 

 

大徳寺 尾関宗圓  

私が大徳寺に行きたいと思ったのは、ここには静かで落ち着きのある国宝の庭園(1509 年)や古い

建屋があること、また千利休との関係が深いことにありました。しかし、訪問して驚いたのは昭和 7年

生まれ御年 84 歳の尾関宗圓和尚の説教や言葉が有名なことでした。現地に行って初めて知りまし

た。下記はお寺さんに掲示してあった言葉です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大仙院は臨済宗のお寺で、禅の教えがあります。上記の「今こそ出発点」の中にあります、「今こ

の瞬間・・・」というのはまさに禅の教えなのです。お寺では、今回の参加メンバー１２名は、和尚さん

から一時間の講和を聴く機会をいただきました。「毎日の行動が自分に跳ね返るのだ」 「今ここでや

らなければいつやるのか」など、実際にあった話を通してわかりやすく説明していただきました。ふつ

うの和尚さんと異なり、世間で起きている事象などを交えながらの説教で、聞き手としてより身近に感

じることができました。難しい仏教用語などは一切ないのです。講和を聴いたのちは、鳥料理で有名

に「鳥岩楼」に場所を移して、和尚さんと食事を楽しみました。とにかく豪快で気楽、相手を重んずる

言葉もよく出てきました。何と、この鳥岩楼は昔ながらの木造作りで建物は 70 年前のものと聞きまし

今こそ出発点 

 

人生とは毎日が訓練である。 

わたくし自身の訓練の場である。 

失敗もできる訓練の場である。 

生きているを喜ぶ訓練の場である。 

今この幸せを喜ぶこともなく 

いつどこで幸せになれるか 

この喜びをもとに全力で進めよう 

私自身の将来は 

今この瞬間 ここにある 

今ここで頑張らずにいつ頑張る 

 

 

 

京都 鳥岩楼で食事をともにした尾関宗圓和尚 

84歳。とにかく元気で食欲有、話はおもしろい  

 

買い求めた書には「気は長く、心は丸く、

腹を立てず、大きな人」の言葉 
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た。その 2階で我々は、「鳥の水炊き鍋」の食事でした。何でも京都では鳥を「かしわ」というそうで、

「かしわの水炊き」です。コンロの上の大きな鍋に、野菜などを入れて食べ、最後は雑炊にしていた

だくというものです。話に夢中になり、鍋の写真はありませんが、とにかく絶品でした。 

 

「子ども歌舞伎」石川県小松市 

私が高校生まで過ごした地、石川県小松市。ブルドーザーなどで有名なコマツの発祥地でもあり、

下請け企業を含めてまさにコマツの企業城下町なのです。今回の京都行きの帰り、足を延ばして毎

年５月15日前後に開催される「子ども歌舞伎」(現地ではお旅まつりと呼ばれています)を見に行って

きました。町興しのためか、大きい車道を封鎖して、曳山が八基勢ぞろいしていました。(右の写真) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が住んでいたころには、各町内の道路で演じていたようと思いました。現在では市内の有力 8

町内会が曳山をもち、毎年そのうち 2町内会が歌舞伎を演ずるのです。(左写真) 

演ずるのは、地元の男女小学生で、その可愛い仕草また発声は本当に何ともいえないものがあり

ました。今年の演目は「仮名手本忠臣蔵」と「辰巳用水命光輝」でした。ともに 50 分の演目で、一生

懸命覚えたセリフと立振る舞いに観客から拍手と共に声がかかっていました。 

演目が終わると、こども役者インタビューがありました。出演している子ども役者はその町内の子ど

もたちだと思っていたのですが、学校区外の子どもの参加があって、旧市内の子どもが少なくなって

いることを感じた次第です。それでも、今年は、この曳山がはじまって 250 年ということもあって大い

に盛り上がっていたのでしょう。 

 

「相国寺承天閣美術館と金沢 21 世紀美術館」 

今回は、京都では相国寺承天閣美術館、そして金沢では、21 世紀美術館を訪れました。 

相国寺は、幕末の頃にもゆかりのあるお寺であり、今年評判を呼んでいます伊藤若冲の「釈迦三

尊像」や円山応挙の絵画が展示してあるお寺の中にある美術館です。丁度、伊藤若冲の絵画は東

京都美術館での展覧会に出品されており、見ることはできませんでしたが、「森田りえ子」氏の展示

日本画は、その流れを汲むものですばらしいものでした。 

また、金沢21世紀美術館では、最近観光客にも有名になっていますが、企画展以外は自由に出

入りできること、また建物構造がユニークであることが特長です。ここの展示物の収集方針は、1980

年以降に製作されたものです。年間 200 万人の入場客があるそうです。 

以上 

  


